
レジメン名

出典 NEJM 2004;350:1937-44.

NEJM 2004;350:1945-52.

NEJM 2003;349:2091-8.

実施部署区分

■入院　　　　　□外来　　　　　□処置

投与減量の基準

40mL/min以上50mL/min以下

対象疾患

投与中止の基準（シスプラチン）

ANC PLT
CCr

（次のクールまでの標準期間）

１日投与量 投与方法
投与速度

(時間)

40mg/m2　※
生食

計500mL
60分

2Gy/日

※出典では、シスプラチン100mg/㎡をd1・22・43に投与。

薬剤名・略号 投与日(d1、d8等)
１日投与順

(経時的にﾌﾟﾚﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ﾎﾟｽﾄﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ、
溶解液まで含む)

【化学放射線療法】
＜内服＞
day1-3
アプレピタントカプセル(125-80-80)
day1は化学療法開始1時間前、day2,3は朝食後
day1-4
オランザピン5㎎ 夕食後
(糖尿病は禁忌、高齢者は2.5㎎へ減量を考慮す
るなど慎重に投与)
＜DIV＞
day1
①ソルデム1　500mL/120min
②ソルデム3A　500mL＋硫酸マグネシウム
20mL/120min
③パロノセトロン点滴静注バッグ0.75mg＋デキ
サート9.9mg/15min
④マンニット(500)250mL/30min
⑤シスプラチン40mg/㎡＋生食 計500mL/60min
⑥ソルデム1  500mL/60min
⑦ソルデム1  500mL/60min
⑧ソルデム1  500mL/60min
⑨ソルデム3A  500mL/60min

day2-3
①デキサート6.6mg＋NS 50mL/15min
②ソルデム1  500mL/120min
③ソルデム1  500mL/120min
④ソルデム3A  500mL/120min

day4
①デキサート6.6mg＋NS 50mL/15min

シスプラチン d1※

放射線照射
根治的：合計66～70Gy

術後：50～66Gy
d1- 週5回

１クール期間 7日 総クール数
6-7

コース
40mL/min未満

その他

　局所進行切除不能、咽頭温存希望
■術後補助

　再発高リスク、局所進行性

その他
下記の場合、CDDPを40％減量
神経毒性の出現

■根治的

1000/m㎥未満 7.5万/m㎥未満

weekly CDDP（CCRT）

CCr
CDDP：25％減量

頭頚部がん


